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もくじ 自治会活動は地域福祉の原動力

自治会に加入しましょう！
加入は地域の
行政区役員へ
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はじめてみませんか？
ちょこっといいこと

ボランティアボランティア

　愛川町では多くのボラン
ティアグループが活躍してい
ます。今回は「いちごの会」
と「おもちゃの病院」の活動
を紹介します。



愛川町子育て支援ボランティアグループ

 いちごの会

おもちゃの病院　愛川

　平成15年、15人のメンバーでスタートした「いちごの
会」は、子育て中の人が地域で安心して子育てができるよ
うに支援したり、子育てしやすい地域づくりに協力してい
るボランティアグループです。活動は子育て支援センター
やひまわりの家などから依頼を受け、子どもの見守りや遊
びの手伝い、保護者との雑談やコミュニケーションなどを
行っています。さらに毎月１回定例会を開き、メンバー同
士で子育てに関する情報交換を行ったり、年に２～３回会
食などによる親睦会も開いています。
　現在のメンバーは８人。元保育士や保健師、幼稚園教諭、
介護士など、経歴もさまざまな60代から80代までが活躍
しています。活動は個人で月に1～2回くらい。負担も大き
くなく、仕事をしながらでも続けられるといいます。

「私たちは今のお母さんから見たら親世代。話を聞いたり、
悩みに共感することで少しでもほっとしてもらえたらうれ
しい」とグループの木藤さんは話します。メンバーも「こ
どもと遊んだり、母親と話したりして充実感がある」「こ
どもたちとふれあうと明るさと元気をもらえる」と存分に
やりがいを感じているようです。

メンバー募集
「いちごの会」「おもちゃの病院 愛川」では、現在もメンバーを募集しています。ど
ちらも資格等は必要ありません。子どもが好き、話すのが好き、おもちゃや機械が好
き、そんな気持ちがあれば誰でも大丈夫です。興味のある方はあいかわボランティア
センター TEL046-285-2111（内線3794）までお気軽にお問合せください。

ボランティア情報 できることを、できるときに。
はじめてみませんか？

ボランティアグループ紹介

　平成13年の4月に活動を開始し、来年25周年を迎える
「おもちゃの病院 愛川」。現在は9人のドクターが、毎月第
1・第3土曜日に春日台児童館で診察を行っています。修理
費用は「無料」。ただし、電池や特殊な部品を交換した場合
には実費がかかるそうです。
　院長を務める高野俊一さんは、65歳まで働いたのちに自
分から「手伝いたい」とおもちゃの病院の門を叩いたとい
います。「おもちゃの病院 愛川」は、単におもちゃを修理
して遊べるようにするのが目的ではありません。子どもた
ちの目の前でおもちゃを分解し、内部のからくりを見せる
ことで、子どもたちに科学心を芽生えさせることを目的と
しています。また、創造性を養い、さらに物の大切さを知っ
てもらうことも願っています。
　ドクターの経歴もさまざまで、遊具関係の仕事をしてい
た人はいません。電機や機械関係の仕事をしていた人たち
が、独学や先輩からのアドバイスを受けながら修理にあ
たっています。時には入院（預かり）になることもありま
すが、昨年はなんと修理完了率１００％を達成！これまで
の知識を活かしながら、子どもたちの笑顔のために日々、
楽しく活動しています。
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ボランティア講座情報
ボランティアに関する問い合わせは、
あいかわボランティアセンター

電話 046-285-2111  内線 3794

傾聴ボランティア入門講座

災害ボランティアコーディネーター養成講座
参加者
募集

　大規模な災害が発生した時には、復旧、復興に向けて参集したボランティアの
受け入れや、派遣調整などを目的とする「災害ボランティアセンター」が設置され
ます。本講座では、その運営等の役割を担う「災害ボランティアコーディネーター」
を養成します。
　日頃からの防災意識を高め、住民自身が自助・共助による減災活動や災害時の
復興、復旧に取り組んでいける地域づくりを目指しませんか。

災害が起きる前に知っておきたい！災害時の取組みを学びませんか？

相手の心に寄り添うコミュニケーションのコツを学びませんか？

日　時 令和8年1月24日（土）　午前9時〜午後3時（予定）

問合せ・申込 令和8年1月16日（金）までに町社会福祉協議会へお申込みください。

日　時 令和8年1月14日（水）　午後1時30分~4時 場　所 町福祉センター3階会議室

対　象 町内在住・在勤で、傾聴に関心があり、講座終了後傾聴を
活用したボランティア活動を考えている方

定　員 30名程度 参加費 無料

講　師 ①アクティヴリッスン　代表・公認心理師 澤村直樹氏
②傾聴ボランティアグループなごみ

内　容 ①傾聴の基礎を学ぶ、傾聴活動の実践
②町内での活動を知る

問合せ・申込 令和8年1月7日（水）までに町社会福祉協議会へお申込みください。

場　所 町福祉センター3階会議室他 対象者 災害支援活動に関心のある方

内　容  講　義  ⃝災害時のボランティア活動について
　　　　⃝愛川町災害ボランティアセンターの理解
 演　習  ⃝愛川町災害ボランティアセンターの運営訓練

　傾聴ボランティアは、相手の話に耳を傾けて、誠心誠意、相手の言葉を聴くボランティア活動です。
　この講座では、話を聴くことの大切さを学び、相手の言葉と気持ちを「傾聴」するボランティアを
養成します。
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事業の紹介事業の紹介事業の紹介事業の紹介事業の紹介
交通遺児世帯援護金支給事業のご案内

　この事業は、愛川町に住所を有し、交通事故等により生計中心者である親等が死亡した遺児のいる世帯に見舞金、激励金を
支給することにより、福祉の増進を図ることを目的とする事業です。

　交通遺児援護資金の見舞金、激励金の交付を受けようとする世帯は、下記の書類を愛川町社会福祉協議会へ
提出してください。

2 激励金1 見舞金

問合せ・申請先：地域・在宅援護班　内線 3794

町内に住所を有し、交通事故等発生時に
２０歳未満の遺児のいる世帯で、遺児と
なった日から１年以内の世帯
※仕事中の事故で労働災害制度に該当している場合は、

対象外となります。

対象世帯 町内に住所を有し、交通事故等による遺児
で高等学校教育終了前の児童・生徒

対象者

50,000円支給金額

小学校入学時	 20,000円
中学校入学時	 20,000円
中学校卒業時	 20,000円
高等学校を卒業し、就職時または進学時
		  20,000円

支給金額

支給対象・支給金額

車いす等で生活されている方の
移送サービスを実施しています。

問合せ：地域・在宅援護班　内線 3794

　自家用有償旅客運送制度に基づき、公共交通機関を利用することが困難で、車いすやストレッチャーでなければ移動が
困難な障がい者や高齢者を対象に、病院の通院等の外出を支援する移送サービスを実施しています。
＊利用には事前登録が必要です。詳しい内容についてはお気軽にお問い合わせください。

町内在住で次のいずれかに該当し車いす（または
ストレッチャー）による移動が必要な方。

・その他、待機料金、迎車料金等が掛かる場合があります　
・利用登録年会費1,000円

1 身体障害者手帳の交付を受けている方
2 介護保険の認定を受けている方（要支援または要介護）
3 精神障がい、知的障がい等の障がいにより単独での移動が困難な方

 初乗り2㎞まで300円、以後1㎞ごとに
100円加算
基本料金

利用
できる方

利用料金

☆利用できる範囲が広がりました！ぜひご利用ください☆
・病院への通院、入退院
・福祉施設への入退所
・公共施設への手続き
・福祉団体等が主催する行事または会議への参加
・生活必需品の買い物
・日常生活に必要な外出　例：金融機関、理美容室など

移送サービスの利用できる範囲
（いずれも町内、近隣市町村まで）

申請方法

（１）交通遺児世帯援護金登録申請書
（２）交通遺児世帯援護金支給申請書（第１号様式）
（３）交通事故による死亡が確認できる公的書類（コピーでも可）

（４）世帯の戸籍謄本（全部事項証明書）または住民票の写
し（コピーでも可）

（５）振込先口座が確認できる通帳の写し

福祉機材貸与事業
介助に必要な車いす、介護用ベッドの福祉機材を貸与し、
本人や介護者の日常の利便を図ります。

車いす　介護用ベッド貸与物品
介護認定を受けていない虚弱な高齢者や傷病者で
必要と認められる方

対象者

無料利用料
車いす原則２ヶ月以内、介護用ベッドは原則３カ月
以内

期　間

問合せ：地域・在宅援護班　内線 3794
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令和7年度　社協会員加入と会費納入報告

　今年も社協会員加入に多大なご理解とご
協力を賜り、誠にありがとうございました。
　皆様から納入いただきました会費は、町
社協が実施している各種事業や地域福祉活
動のために活用させていただきます。

加入口数

5,552口
会費納入額

3,157,350円
（令和7年10月31日現在）

会員の種別と会費 口　数
一般会員（世帯） 500円 5,400口
賛助会員（世帯） 1,000円 81口
特別会員（世帯） 5,000円 13口
特別会員（企業等） 5,000円 58口

社協会費にご協力いただき
　　　　　ありがとうございました

（
特
別
会
員
　
法
人
会
員
企
業
）　
※
順
不
同
・
敬
称
略

福
祉
活
動
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
・
団
体

加入事業所数 55事業所
加入口数 58口
会費納入金額 290,000円

愛川液化ガス協同組合
愛川工業クラブ
NPO法人あいかわ工房
愛川町商業振興協同組合
あいちゃん商店会
愛甲商工会
㈱アイシン建設
㈱愛電社
社会福祉法人フェルマータ　愛和の里
AGC㈱相模工場
アルミ建材セイユ―
池田鉄工㈱
㈲インテリアコウノ
㈱丹沢農場
大塚下団地共栄会
大貫繊維㈱
㈲岡崎製作所
㈱オチアイ
カナガワ㈱
神奈川県内陸工業団地協同組合

神奈川中央養鶏農業協同組合
NPO法人ここのわ
社会福祉法人愛伸会　志田山ホーム
昭和エーテル㈱愛川工場
㈲新住開発
㈱東京ロイヤルゴルフ倶楽部
西濃運輸㈱
医療法人社団関根医院
医療法人社団愛清　せせらぎ
一般財団法人繊維産業会
相愛信用組合
㈲高峰精機
㈱田中紙工
中央カンセー㈱
中央環境開発㈱
医療法人社団福寿会愛川北部病院
社会福祉法人輝雲会　手まり学園
電気興業㈱
都市環境サービス㈱
中村整形外科

中村電設㈱
株式会社イノベイションオブメディカル
サービスなかよし薬局愛川店
日本通信機㈱
日本発条㈱
㈲萩原不動産
㈱フィールシステムソリューション
ふたば設備㈱
フレアーナガオ㈱
㈱三愛　ふれあい
北相貨物自動車協同組合
㈱永田屋
社会福祉法人愛川舜寿会　ミノワホーム
合同会社ホームケアふじ
神奈川県厚生農業協同組合連合会 
JAデイサービスセンターあいかわ
フォローライフ愛川

住民相互の支えあい
「あいかわ福祉サービス協会」会員募集

問合せ：あいかわ福祉サービス協会　内線 3792

　あいかわ福祉サービス協会は、会員方式による低額有料のホームヘルプ（家事援助・介助）サービスです。このサービ
スでは、地域に住む会員同志のたすけあいにより高齢者や心身障がいの人たちに生活・自立への援助を行い、本人やそ
の家族が地域で安心して暮らせるように支援しています。

掃除、洗濯、調理、買い物代行、外出・通院
の介助、身体介助等

町内にお住まいの高齢、心身障がい、傷病な
らびに母子及び父子家庭等で家事援助・介助
が必要な方。

利用会員

町内にお住まいの20歳以上の健康な方で、熱意
をもってこのサービスを提供できる方。（ホーム
ヘルパー有資格者、介護職員初任者研修修了者）

協力会員

活動内容

平日　午前9時～午後5時	1時間 1,000円
土日祝祭日及び時間外	 1時間 1,150円

基本料金

1,000円（利用会員・協力会員共に）会　費 年　額

会員
募集

【母子・父子家庭生活援助費のご案内】
　母子・父子家庭で義務教育終了前（中学校卒業前）の
児童と同居し、養育している方が利用した場合、利用料
金が助成されます。（限度額有り）詳細は下記へお問い合
わせください。

問合せ：愛川町福祉支援課地域福祉班
電話 046-285-2111　内線 3352
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善意のご寄付ありがとうございました
令和7年6月1日～令和7年9月30日までに次の方々からご寄付がありました。（敬称略・順不同）令和7年6月1日～令和7年9月30日までに次の方々からご寄付がありました。（敬称略・順不同）

寄付物品　プルタブ・古切手・食料品・ベルマーク他などをお寄せいただいた皆様（敬称略）

寄付金　998,118円

寄託金品

⃝相模野カントリー倶楽部
⃝かわせみN.O
⃝国際ソロプチミスト愛川
⃝日本発条労働組合　厚木支部
⃝中央労働金庫愛川支店推進幹事会

⃝野口　博史
⃝柴嵜　藤江
⃝河内　晴子
⃝箕輪区育成会

⃝匿名　5件
⃝株式会社ニッパツハーモニー
⃝小原　千代美
⃝みらい　あいこ
⃝株式会社ＤＡＹブレイク　ドキわくランド愛川店

⃝朝日美装半原会
⃝ふたば設備株式会社
⃝瀬戸　尚子
⃝遠藤　孝
⃝豊島　かつ江

⃝北村　千由紀
⃝神奈川県内陸工業団地協同組合
⃝株式会社アイシン建設
⃝ボーイスカウト愛川第１団OB会
⃝かわせみN.O

⃝厚木愛甲地域労働者福祉協議会
⃝厚木市建設業二世会
⃝前場　利男
⃝三菱ふそう労働組合本社支部

地域福祉の貢献に晴れの受賞
第４１回 愛川町社会福祉大会

　１０月１８日、町文化会館ホールで「第４１回愛川町社会福祉大会」を開催
しました。（主催／愛川町・愛川町社会福祉協議会ほか）
　この大会は、障がいを乗り越え、就労や地域活動に参加されている方、永
年にわたり民間社会福祉事業に貢献されている方々等の功績を称えることを
目的にしているもので、町長及び町社協会長から表彰状、感謝状が贈呈され
ました。また、町内小中学生を対象とした福祉作文、福祉ポスターコンクー
ルの入選者の表彰も行われ、福祉作文で最優秀となった小学生が作文を朗読
し、会場から大きな拍手が送られました。
　受賞された皆さんは、次のとおりです。（敬称略）

愛
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長
表
彰

◆
福
祉
功
労
表
彰
◆

民生委員児童委員・保護司

郷間 静男　　中䑓 康文　　髙木 光人

社会福祉事業等施設従事功労者

伊藤 拓也　　伊藤 洋子　　佐久間 順子　　森田 栄美子
佐々木 茂　　山﨑 圭太　　高階 蘭

金品等寄付

河内 晴子　　野口 博史　　国際ソロプチミスト愛川
斉藤絹枝後援会　　日本ゴルフ場企画㈱相模野カントリー俱楽部

◆
善
行
者
感
謝
◆

ボランティア活動・社会福祉活動功労者

門屋 路子　　　成井 惠美子　　中村 裕子　　山田 常雄
黒澤 カヅヨ　　山内 潔　　　　中山 裕次　　染木 清子

金品寄付

柴嵜 藤江　　愛甲商工会　　日本発条労働組合厚木支部
㈳神奈川県信用組合協会・㈱オリエントコーポレーション・相愛信用組合
厚木愛甲地区更生保護女性会

愛
川
町
福
祉
表
彰

◆自立更生表彰◆

中屋 洋平

◆福祉功労表彰◆

小島 昭子　岡本 孝枝　渡邊 基　
山口 淳　寺山 美和子　大矢 敏代　
中野 茂子

◆金品寄付◆

㈱シンクスコーポレーション

◆福祉作文最優秀賞◆

伊従 勇貴斗　（小学校３年生）
澤田 匡輔　　（小学校６年生）

◆福祉ポスター最優秀賞◆

野呂 歩花　　（小学校３年生）
吉谷地 優梨　（小学校５年生）
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